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研究紹介 

 樹木は絶えず植物-大気間でガス交換を行っています。光合成による CO2 吸収と呼吸

による CO2放出は植物の代表的なガス交換であり、CO2の放出と吸収の差が植物に固定

される炭素量になります。他方、樹木はテルペン類（森の香りの主成分）と呼ばれる光

合成産物を代謝して生産される有機ガスを主に葉から放出します。テルペン類（森の香

り）は人に対するリラックス効果（森林浴）があり、植物にとっては外的から身を守る

効果（フィトンチッド）があります。一方、テルペン類は大気中で速やかに酸化され、

一部は微小な粒子状物質を生成したり、対流圏オゾンの生成を間接的に加速させる側面

があります。これらは大気汚染につながります。しかし、樹木のテルペン類放出量の推

定がしっかりできていないため、それらの影響を正確に評価することはできていないで

す。 私は様々な樹木から放出されるテルペン類の放出量とそれを制御する環境要因を

解明する研究を行っています。さらに、気候変化が樹木のテルペン類放出量に及ぼす影

響を明らかにする研究を進めています。 

現在行っている主な研究テーマ： 

① 主要森林樹木と主要街路樹のテルペン類と有機酸ガスの放出特性の解明と放出量

の推定 

② 気候変動が樹木のテルペン類放出特性に及ぼす影響の解明と放出量変化の推定 

※最近は地球温暖化による生育温度の上昇の影響を研究しています。 

※分析機器等はホームページの研究概要、チュートリアルなどを参照してください。 

研究は、フィールドでのサンプル採取⇒分析と解析⇒計算⇒影響評価（まとめ）⇒発

表、の流れで進めています。1週間程度サンプル採取に出かけることもたまにあります。   

地球環境システムは健全な自然があってこそ維持されるものです。近年、人間活動に

よってそれが崩れていますが、そのような中で樹木が持つ機能を最大限に発揮でき（自

然を知ること）、さらに人間環境との調和（社会政策）に少しでも貢献できる研究を自

然科学の側面から進めていきます。 



 

図 テルペン類（生物起源揮発性有機化合物）が大気環境に及ぼす影響の概略 

 

表 環境変動が日本の主要針葉樹のテルペン類放出量に及ぼす影響の結果 

 

※気温と日射の影響は短時間の影響を示す。 
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酸化反応
炭素収支への影響

光合成で吸収した炭素
をテルペン類として大
気へ再放出
→炭素固定のロス

人為起源揮発性
有機化合物(AVOC)
（トルエンなど）

テルペン類
（生物起源揮発性
有機化合物）

＜数倍

光化学オキシダントを発生（大気汚染）
人の健康被害、作物の生育不良

対流圏O3の生成を助長粒子状物質の生成

心身のリラックスまたは
高揚効果

森林浴

太陽光を反射、雲生成
→地球温暖化の緩和？
粒子濃度上昇で大気汚染発生

気温 日射 土壌水分 CO2濃度上昇 O3濃度上昇

スギ 増加 影響なし 増加 増加 未測定

ヒノキ 増加 影響なし 未測定 未測定 未測定

カラマツ 増加 影響なし 増加 減少 影響なし
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